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｢ 心ゆたかに生きる ｣と題し講演した林覚乗さん。多くのこころ温
まる話を例にあげ、幸せな人生の送り方について話しました

くじけそうな時も前向きに
自殺・人権問題啓発イベント
　２月 19 日、自殺予防・人権啓発・男女
共同参画合同イベント『こころとこことが
つながれば…』が、文化会館で開催されま
した。市民や民生委員ら約 320 人が参加。
南
なんぞういん

蔵院第二十三世住職の林
はやし

覚
かくじょう

乗さんの講演
や、津軽三味線奏者である重

しげのぶ

信優
まさる

さんの三
味線コンサートを通して、自殺対策や人権
問題について理解を深めました。

１等に輝いた山之口さん

　２月 21 日、小林市版エコファーマーマー
クの優秀作品表彰式がありました。これ
は、環境に配慮した農業を推進し、安全安
心な農作物をＰＲするためのもの。276 点
の公募から１等に選ばれた小林秀峰高３年
の山

やまの く ち

之口伶
れ な

奈さんは「自分の作品が商品に
表示されるのが楽しみ。小林市の農産物の
ＰＲになれば」と話していました。

市交対協・防犯協会が防犯グッズ寄贈
　３月 21 日、市交通安
全対策協議会と市防犯協
会から市内小中学校へ交
通安全・防犯グッズが寄
贈されました。贈呈式で
園
そのだ

田修
しゅうじ

司小学校校長会長は「児童生徒の交通安全
にグッズを活用したい」と謝辞を述べました。

クヌギやアカガシなど広葉樹７種の苗木を植える参加者。植樹祭は９
回目となり、来年までにさらに１０００本を植樹していく予定です

　２月 25 日、巣ノ浦国有林でどんぐり
の森づくり植樹祭が行われました。市内
外から約 200 人が参加し、広葉樹の苗木
１６００本を植樹。主催の北霧島水源の森
づくり推進会議山

やまのくち

之口志
しろ う

朗議長は「湧水が
枯渇しないように、次代に引き継いでいき
たい」と話していました。

豊富な湧水資源を次世代へ
どんぐりの森づくり植樹祭

同路線は宮崎市から綾町までは改良済み。須木から綾町までの約
11.5 ㌔が未整備となっています

宮崎・須木線（県道26号）
の改良へ一致団結
　２月 22 日、宮崎・須木線道路改良促進
協議会の発足式が文化会館でありました。
同路線は、須木から綾町を経由し宮崎市ま
でをつなぐ県道で観光周遊ルートや災害発
生時の市民生活を支える重要な道路。式に
は約 70 人が参加し市を挙げて道路改良を
要望活動することを確認しました。

小林ジュニアマーチングバンド優秀賞
　３月７日、小林ジュ
ニアマーチングバン
ド部員ら８人が、市
長を表敬訪問し、第
11回マーチング＆バトンステージ全国大会の優秀
賞受賞を報告しました。新

しんたけ

竹かのん部長は「６年
間の集大成。受賞できてよかった」と話しました。

小林中バスケ部、九州大会出場を報告
　２月 28日、小林中
バスケットボール部
員 11人が市長を表敬
訪問しました。県大
会優勝と九州大会への出場を報告。中

なかむら

村公
こうすけ

亮キャ
プテンは「感謝の気持ちを忘れず、県代表として
恥じないプレーをしたい」と抱負を語りました。

　２月 20日、自動車整
備振興会小林支部から
交通ルール下敷き・ 防
犯定規各 440 枚が寄贈
されました。下敷きなどは小学校新１年生に配布
予定。田

たなか

中節
せつお

夫支部長は「子どもたちの交通安全・
防犯の意識が高まれば」と期待を寄せました。

西諸生コン組合が防犯ブザーを寄贈
　２月 21 日、西諸地区
生コンクリート事業協同
組合（木

き だ

田正
ま さ み

美理事長）
から防犯ブザー 440 個が
寄贈されました。贈呈式
で木田理事長は「今後も地域と密着した活動に取
り組んでいきたい」とあいさつしました。

安心安全な農産物をＰＲ
エコファーマーマーク決定

自動車整備振興会が下敷きなどを寄贈

一人ひとりが豊かになる小林をめざして　産学官シンポジウム開催
　２月 26 日、市民と大学、行政が連携し、小林市
の活性化を目指す産学官連携小林市活性化研究事業
シンポジウムが文化会館で行われました。研究成果
概要発表では、中央大学総合政策学部の針

はりかわ

川菜
な つ み

津海
さんが登壇。基幹産業の農業を生かし、生産・加
工・販売を一体化した 6次産業で付加価値を付けた
商品の造成などによるまちづくりを提案しました。
基調講演では、農林水産省外食産業室の山

やまぐち

口靖
やすし

室
長が６次産業について「いろいろな人がつながり知
恵を出し合うことが必要。消費者に共感を得られる
ストーリーと商品の特色を伝えることが大切」と話
しました。パネルディスカッションでは中央大学の
細
ほ そ の

野助
すけひろ

博教授をコーディネーターに向かえ５人のパ
ネリストが取り組みを紹介。最後に小林市活性化研
究会のメンバーが活性化宣言を読み上げ、地域の活
性化へ向けて連携して取り
組むことを確認しました。
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▲山之口さんがデザイン
　したマーク

【審査結果・２等以下】
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　小林市活性化宣言を読み上げ
る活性化研究会のメンバー
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